
革新的ロボット研究開発等基盤構築事業
令和6年度概算要求額 11億円（10億円）

事業の内容 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）

事業目的

深刻化する人手不足への対応や生産性向上の鍵となるロボット
を幅広い産業分野への導入を進め、社会実装を加速させていく。

製造産業局産業機械課ロボット政策室

商務・サービスグループ物流企画室

成果目標

（1）のプロジェクト終了時（2024年度）までに、屋内において
は施設管理、小売及び食品製造の分野におけるロボットフレンドリ
ーな環境に資する標準規格の策定件数を3件とする。また屋外に
おいても、10台以上の自動配送ロボットを遠隔監視・操作可能
なシステムの実用化件数を2件とする。

（2）のプロジェクト終了時（2024年度）までに、未導入領域
へのロボット実装に資する要素技術を2件創出する。また、本事
業の成果を活用し、2029年度を目途に、ロボットの動作作業の
省エネルギー化を目指す。（効率を現状の1.5倍）。

事業概要

（１）ロボットの未導入領域におけるロボット社会実装に向けて、
ユーザーの業務フローや施設環境の変革を含むロボットフレンドリー
な環境の実現が必要である。このため、ユーザー、メーカー、システ
ムインテグレーター等が連携し、①屋内環境、②屋外環境のそれ
ぞれにおいて、ロボットフレンドリーな環境の実現に向けて研究開発
等を実施する。

（２）多品種少量生産にも対応可能な産業用ロボットの実現
に向け、鍵となる、「ハンドリング関連技術」、「遠隔制御技術」、

「ロボット新素材技術」、「汎用動作計画技術」等の要素技術に
係る基礎・応用研究について、産業界と大学等研究機関とが協
調して推進する研究開発を支援する。

補助（2/3）

民間企業等
民間企業等
（ロボットユーザー企業

等）

国
定額補助

国立研究開発法人
新エネルギー・産業
技術総合開発機構
（NEDO）

国
交付

（１）①

ロボットフレンドリーな
環境の実現を目指す

分野例
（（１）関連）

ビルの清掃 惣菜の盛り付け 自動配送ロボットの公道走行

民間企業等

民間企業等

民間企業等

（１）②

補助（2/3、1/2）

（１）②

委託

（２）

補助（2/3）
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